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ウォーカブル・ネットワーク、
交通結節拠点としてのスマート・バスタの整備01

観光・賑わい創出の拠点

交通情報等の配信、乗り換え利便性の向上

脱炭素・レジリエント拠点
バスバース、パブリックスペースの有効利活用

取り組み概要

（実行計画より）

今後の予定2025（R7）年度終了時点の成果

2022（R4）年度の検討状況 2023（R5）年度の検討状況 2024（R6）年度の検討状況 2025（R7）年度の検討状況

 バスタ検討部会等において、ターミナル施設形
態や事業スキームの検討を具体化した。スマー
ト・バスタの構築については、継続的に検討を
行った。

 ターミナル施設の
機能に応じたデジ
タルサイネージの
画面サイズや表示
内容を検討した。

 バスターミナル施
設内の利用状況の
モニタリングに用
いるカメラの設置
イメージ等に係る
検討を行った。

 管理運営事業者ととも
に、施設運用及びデジ
タルサイネージ表示内
容等の調整検討に着手
した。

出典：近鉄四日市駅周辺における交通結節点整備計画

モニタリング用カメラ設置イメージデジタルサイネージ設置イメージ

屋内施設、屋外バス待ち空間等主要出入口待合空間バスバース

府中駅前バスロータリーバスターミナル東京八重洲新宿バスタ 東京駅JR高速バスターミナル

デジタルサイネージの配置箇所

B2 B3

B1

B4 B5

B6

B7

A5 A6 A7 A8

A2A1 A3 A4

A9 A10 デジサイ設置箇所
バス停部

その他
施設内

デジタルサイネージの配置箇所（案）（R5～R6年度）

 交通事業者とターミナル
の円滑な運用について調
整を行った。

 利用者に配慮したターミナル運用計画の作成。 ■交通ターミナル整備工事の推進。
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多様なモビリティの導入

マルチ・モビリティポートの設置

予約システムの構築（四日市版MaaS）02 待ち時間や移動時間を楽しめるモビリティの導入

取り組み概要

（実行計画より）

今後の予定2025（R7）年度終了時点の成果

2022（R4）年度の検討状況 2023（R5）年度の検討状況 2024（R6）年度の検討状況 2025（R7）年度の検討状況
 中央通りの道路空間を様々な用途に活用してみ

る賑わい創出社会実験にあわせて、来街者の回
遊を促す交通手段の在り方を探る「まちなかモ
ビリティ」の実証実験を実施した。

 自動運転車両や小型カート、超小型電気自動車
等による移動サービスの実証実験を行い、中央
通り再編後の空間利用を共有した。

 前年度の課題解決に向けて自動運転バスの実証
実験を実施するとともに、モビリティポート
（電動スクーター等）を設置し、試乗会を実施
した。

 「MaaS×まち歩き」をテーマとした四日市版
MaaSの初期段階の体験として、デジタルスタ
ンプラリーを実施した。

 自動運転バスの技術・運行頻度に関する検証や、
まちなかにおける移動手段（次世代モビリティ
等）の提供を行う実証実験を実施した。

 四日市版MaaSのプロトタイプ構築として、デ
ジタルマップと交通情報（主要駐車場の満空情
報、自動運転バス混雑度、三重交通バス位置情
報等）を連携させ、デジタルポイントラリーの
実施を通じ、参加者の移動履歴を検証した。

 新しく供用を開始した中央通りの走行環境下で
自動運転バスの実証実験を実施した。

 駐車場の満空情報、観光情報、ベンチの場所な
どの情報を一元化することで、MaaSの機能を
拡充した。

 データプラットフォームと連携したMaaSデー
タを分析・可視化するダッシュボードを構築し
た。賑わい創出社会実験の様子 自動運転バスの実証実験 デジタルスタンプラリー画面

自動運転バスの
リアルタイム位置情報と

混雑度を表示

駐車場満空情報
をDP経由で表示

デジタルポイントラリー機能

 市民や来訪者向けに、四日市デジタルマップに
MaaSシステム（交通情報や施設情報を一元
化）を構築。

 蓄積されたMaaSデータを利活用できるダッ
シュボードの構築により、サービスの改善に向
けたPDCAサイクルを回せる仕組みを整備。

 自動運転バスやMaaSの実装は、中心市街地の
回遊向上や賑わいの創出に寄与することが期待
される。

■継続運用が可能な公共交通情報を軸とした情報基盤の構築。

■交通関連情報を四日市版MaaS上に一元的に集約し、日常的な移動
の際に「移動時に参照される情報基盤」としての位置づけを確立。
日常的・継続的に利用されるコンテンツの設計。

■自動運転バスの定常運行に向けた取り組みの継続。

四日市版MaaSの実装内容

ダッシュボード
（デジタルマップ利用履歴）

自動運転バスの実証実験
（完成道路で走行）
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四日市ウォーカブルマップの構築

快適なウォーカブル環境の展開ウォーカブル＋ウェルネス環境の展開03 取り組み概要

（実行計画より）

今後の予定2025（R7）年度終了時点の成果

2022（R4）年度の検討状況 2023（R5）年度の検討状況 2024（R6）年度の検討状況 2025（R7）年度の検討状況
 R4年度賑わい創出社会実験で、屋外の混雑状

況や環境などデータサーベイを実施した。
 近鉄四日市駅西側の先行整備区間において、歩

行区間の再編等に合わせてスマート・インフラ
を導入した。

 新設されたスマートポールにAIカメラ、環境セ
ンサーを設置し、取得データをデジタルマップ
上で可視化する仕組みを構築した。

 2024年11月に中央通り沿いにデジタルサイネージを仮設置
し、中心市街地の魅力発信コンテンツに加えて災害関連情報
等を発信し、アンケート調査を通じて市民ユーザー等の反応
を調査した。

 2025年２月、市民公園にデジタルサイネージを本設置した。

 過年度の取組を継続して実施した。

通行人数の可視化イメージ デジタルマップのイメージ

デジタルサイネージによる中心市街地の魅力発信コンテンツ
デジタルサイネージによる中心市街地の魅力発信コンテンツ

 スマート・ポールに設置したAIカ
メラ、環境センサを活用して、デジ
タルマップ上で通行人数や環境との
関連性等を含むウォーカブルな環境
の視覚化を実現。

 市民公園に設置したデジタルサイ
ネージにおいて、中心市街地の魅力
発信コンテンツを展開。

■中央通りの整備に伴い、スマート・イン
フラを継続的に整備。

■中央通り及び商店街における快適な
ウォーカブル環境を展開。

センサ設置によるデータサーベイの様子

デジタルマップのイメージ歩行空間とスマート・ポール
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パブリックスペースの現況把握と可視化

場所の予約システム、デリバリーサービスの展開

パブリックスペースのフレキシブルな利活用
パブリックスペースの可能性最大化04 取り組み概要

（実行計画より）

今後の予定2025（R7）年度終了時点の成果

2022（R4）年度の検討状況 2023（R5）年度の検討状況 2024（R6）年度の検討状況 2025（R7）年度の検討状況
 R4年度賑わい創出社会実験で、スケボーパー

クの設置や仮設店舗の出店を行い、使われ方等
に関する情報を収集した。また、デリバリー
サービスについても未実施ながらシステムを構
築した。

 令和5年度スマートシティ実装化支援事業で、
中央通り沿道で活用可能な公共空間や民間遊休
不動産の基礎調査を行った。

 沿道の歩行者空間や低未利用地・空き店舗な
どを官民連携で一体的に取り扱うサービスを
検討。

 沿道空間利用マネジメントシステムとして、
利活用空間ウェブサイト（ベータ版）を開発
した。

 社会実験やシ
ステム体験会
を経て、ベー
タ版をブラッ
シュアップ、
沿道空間利用
マネジメント
システム（正
規版）を構築
した。

空き店舗の解消

道路と民地の一体的賑わいづくり

異なる民地の一体的利用

利活用ノウハウの蓄積

空き空間調査の様子

トップページと空間探しページ
のイメージ

 利用可能空間と、空間を利用した
い人々を繋ぐ沿道空間利用マネジ
メントシステム「シェアまちよっ
かいち」をリリース。

街なかの利用可能な空間の情報が
3Dイメージとともに入手可能

■中央通り沿道において、
利用可能な空間を増加
（バスタ等）。

■沿道空間利用マネジメ
ントシステムの継続的な
運用。

■公共だけでなく地域の
まちづくり組織等も含め
た官民連携により、自律
的・持続的な仕組みの構
築を指向。

賑わい創出社会実験の様子

R7年度末の実装のイメージ
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照明による演出

人の動きに反応するエンター
テインメント要素の付加

インタラクティブな
ストリートファニチャー

05

今後の予定2025（R7）年度終了時点の成果

2022（R4）年度の検討状況 2023（R5）、2024（R6）年度の検討状況

2025（R7）年度の検討状況

 街路灯照明に色や動きを追加したライティング
技術について、専門メーカーを交えた導入可能
性に関する意見交換を行い、現地におけるデモ
ンストレーションなどを実施しながら検討を実
施。

 スマート・インフラに設置したAIカメラや環境
センサで取得したデータの可視化を行った。

 円形デッキ（よんまるテラス）において、季節やイベントなど情報に合せた色にライトアップ
できる装置を整備した。

 歩行空間でのインタラクティブな照明の導入は見送り、季
節やイベントなど、情報に合わせた色にライトアップでき
る円形デッキを整備した。今後、市民のニーズに応じた照
明の変更等についても展開可能。

■よんまるテラスに
おいて、イベント
などに合わせたラ
イトアップを継続。
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災害情報の配信、避難所への誘導

中央通りにおけるローカルグリッド構築06 災害に強い中央通り

取り組み概要

（実行計画より）

今後の予定2025（R7）年度終了時点の成果

2022（R4）年度の検討状況 2023（R5）年度の検討状況 2024（R6）年度の検討状況 2025（R7）年度の検討状況
 ARを活用した防災学習用アプリ「ＡＲＬｏｏ

ｋ（あるっく）」を導入。市全域におけるロー
カルグリッドの在り方やコンセプト等について
は必要性の観点から検討中。

 災害時の電源としても期待され
る、太陽光発電システムの導入
検討を実施した。

 デジタルサイネージの災害情報連携実証を実施。
 表示の見やすさや、災害時の情報提供の有用性を実

証した。

 災害時情報のオープン化と、公共及び民間所有のデ
ジタルサイネージを用いた災害情報発信システムに
係る実証を実施した。

 ARを活用した防災学習用アプリ「ＡＲＬｏｏｋ（あるっく）」を導入。
 ローカルグリッドについては、検討したものの費用面から導入見送り、円形デッキに太陽光発電や蓄電池

を整備。
 データプラットフォームを通じた災害時情報のオープン化およびデジタルサイネージを活用した適切な災

害情報伝達システムを導入。

■R7年度時点での成果を
継続的に運用。

■災害情報伝達方法につ
いては、中心市街地に
おける民間所有のデジ
タルサイネージも含め
た展開を促進。

災害情報伝達システム概念図

災害時情報のオープン化およびデジタルサイネージを活用した
適切な災害情報伝達システムの導入
※上記は今後連携を予定しているデジタルサイネージの場所

ARを活用した防災学習用アプリ「ＡＲＬｏｏｋ（あるっく）」 円形デッキに太陽光発電、蓄電池を整備

デジタルサイネージにおける災害情報表示のパターン円形デッキへの太陽光発電、蓄電池導入の検討
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人流・混雑状況の可視化

人流の誘導

店舗側のマーケティング支援
07 人流誘導による商店街活性化

取り組み概要

（実行計画より）

今後の予定2025（R7）年度終了時点の成果

2022（R4）年度の検討状況 2023（R5）年度の検討状況 2024（R6）年度の検討状況 2025（R7）年度の検討状況
 R4年度賑わい創出社会実験で、

屋外の混雑状況や環境などのデー
タ収集と視覚化を含む社会実験を
実施。

 近鉄四日市駅西側の先行整備区間に新設され
たスマートポールにAIカメラを設置。
取得した人流データをスマートシティポータ
ルサイト上で可視化する仕組みを構築した。

 商店街側への人流の誘導に資する、沿道空間
利用マネジメントシステムを検討した。

 商店街関係者等との協議を経て、沿道空間利用マネジメントシス
テムとして、利活用空間ウェブサイトのベータ版を構築。空き店
舗等の空間を使ってほしい人と、空間を使いたい人とのアンケー
トを行った。

 収集されたデータを公園や商店街で有効活用するため、データプ
ラットフォームワーキンググループにおいてワークショップを実
施した。

利活用空間ウェブ
サイトのイメージ データプラットフォームWGのワークショップ

 近鉄四日市駅西側の先行整備区間に新設された
スマートポールにAIカメラを設置。

 取得した人流データをスマートシティポータル
サイト上で可視化する仕組みを構築。

 ニワミチ JOYnt(じょいんと) Park Daysを開催、
沿道空間利用マネジメントシステムを活用し、
一部の商店街エリアにおける賑わいを創出。

 沿道空間利用マネジメントシステムのウェブサ
イト「シェアまちよっかいち」を公開。

 商店街におけるデータ利活用について、データ
プラットフォームワーキンググループにおける
ワークショップを開催。

■中央通りに加え、商店街に
おける人流測定の試行。

■商店街への人流誘導の仕組
みの検討。

■人流データの可視化、利活
用空間ウェブサイトの継続
的運営。

 過年度の成果を受けて、商店街における実証を
行い、そのアンケート結果等を踏まえて、利活
用空間ウェブサイトをブラッシュアップ。

 収集されたデータを中心市街地で有効活用する
ため、「公園DX」をテーマとして、データプ
ラットフォームワーキンググループにおいて
ワークショップを実施した。

公園DXに係るワークショップ人流・環境データ等の視覚化

歩行空間における人流の視覚化

社会実験を通じた賑わい形成 「シェアまちよっかいち」の公開
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09 メタバース
（デジタルツイン）

様々なコミュニケーションツールとし
ての活用

シティプロモーション
仮想空間と現実空間のハイブリッドに

よる市民生活の効率化や経済の活性化

2022（R4）年度の検討状況 2023（R5）年度の検討状況

 FIXER社がプロトタイプを構築し、R4年度賑
わい創出社会にてデモンストレーションを実施。

 スマートシティ実装化支援事業の取り組みとし
て 、 FIXER 社 が 構 築 し た メ タ バ ー ス
YOKKAICHIとテレビメディアを組み合わせた
交流促進・情報発信の実証実験を実施。

テレビメディアと組合せた
取り組みのイメージ

メタバースYOKKAICHI上
での情報発信のイメージ

2024（R6）年度の検討状況
 令和４～５年度のメタバースの実証実験を踏まえ、中央通りでの取り組みはメタバースに限ることなく

他のツールの可能性についても広げていくこととし、令和６年度からは、スマートシティ実装化支援事
業における「利活用空間活性化ツールの構築」「四日市版MaaSの構築」「バーチャル空間におけるコ
ミュニケーション・ツールの構築」によりシティプロモーション、市民生活の効率化及び経済の活性化
等に取り組んでおり、メタバースとしての取り組みの実施はなし。

今後の予定

■中央通りに限らず、メタ
バースの可能性について
検討を進める。

2025（R7）年度終了時点の成果
 「メタバースYOKKAICHI」のプロトタイプを公開、デ

モンストレーションを実施。
 メタバースYOKKAICHIとテレビメディアを組み合わせ

た実証を行った。
 中央通りについては３Ｄ都市モデルが構築されたこと

もあり、今後は、中央通りに限らず、不登校児童等を
対象にメタバースの導入を進めていく。

デジタル技術を活用した効率的な図書
館運営について検討

図書館周辺や中央通りにおける電子書
籍閲覧を検討

スマート図書館08

今後の予定2025（R7）年度終了時点の成果

2022（R4）年度の検討状況 2023（R5）年度の検討状況 2024（R6）年度の検討状況

2025（R7）年度の検討状況

 スターアイランド跡地に整
備予定の新図書館について、
基本設計を検討。

 令和5年10月より、よっか
いち電子図書館のサービス
を開始した。コンテンツ数
約20700点は東海3県で最多
の規模。

 ICタグを使用した自動貸
出機・自動返却ポスト・セ
キュリティゲートを導入。
ICタグの活用により、利
便性向上、業務の効率化に
つながった。

 令和５年度に導入した電子
図書館については、令和６
年度で約24,000コンテン
ツとなった。

 よっかいち電子図書館を運営

 よっかいち電子図書館のサービスを開始。

 ICタグを使用した自動貸出機・自動返却ポスト・セキュリティ
ゲートを導入。

■よっかいち電子図
書館を継続的に運営。
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公民学で連携して必要なデータを集約する

十分なセキュリティにより安全性を確保

新たなイノベーションの創出や、スマート化の取り組
み全体の最適化

データプラットフォーム10 取り組み概要

（実行計画より）

今後の予定2025（R7）年度終了時点の成果

2022（R4）年度の検討状況 2023（R5）年度の検討状況 2024（R6）年度の検討状況 2025（R7）年度の検討状況
 先行整備区間に設置されたスマート・インフラ

と連携し、データプラットフォーム上で人流
データ、環境データの蓄積を開始。

 データプラットフォームを介した情報提供サー
ビスの一つとして、ポータルサイトサイト、
ダッシュボード、デジタルマップを構築。

 昨年度に引き続き、設置されたスマート・インフラと連携し、
データプラットフォーム上で人流データ、環境データの蓄積、
ポータルサイト、ダッシュボード、デジタルマップを運営。

 四日市版MaaSの機能として、交通情報（主要駐車場の満空情
報、自動運転バス位置及び混雑度、三重交通バス位置情報
等）をデジタルマップと連携。

 オープンデータを活用し、中心市街地の課題を解決するアプ
リを開発する「四日市まちづくりハッカソン」を開催。

 継続して、ポータルサイト、
ダッシュボード、デジタルマッ
プを運営。

 利活用空間活性化ツールと連携。
 オープンデータ活用の検討の一

環 と し て 、デ ー タプ ラ ット
フォームWGでアイデアを検討。

 四日市データプラットフォームを中心として、
データ収集～公開、活用に至るシステムが完成。

■今後さらなるメニュー拡大を目指し、
データプラットフォームの活用範囲
を拡大。

■データプラットフォームのマネタイ
ズの実践。

■上記のためのマニュアル・ガイドラ
インの構築。 他

 スマート化に向けた様々なサービスを実現する
ため、公民学で連携して必要なデータを集約す
るためのデータプラットフォームの構築に着手。

 2023（令和5）年3月から試験運用が開始。

データプラットフォームの仕組み 四日市版MaaSをデジタルマップと連携。 ハッカソンの概要

データプラットフォームの仕組み
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 3D都市モデルを構築し、オープンデータ化

ユースケースを開発11 3D都市モデル
取り組み概要

（実行計画より）

今後の予定2025（R7）年度終了時点の成果

2022（R4）年度の検討状況 2023（R5）年度の検討状況 2024（R6）年度の検討状況 2025（R7）年度の検討状況
 国土交通省ProjectPLATEAUの補助事業を受

け、3D都市モデルを整備。
 災害リスク情報の可視化を実現。

 ３Ｄ都市モデルのユースケースの一つとして、
中央通り再編後の姿を重畳。

 また、スマートシティ実装化支援事業の一環と
して、中央通りの地下埋設インフラの3Dデー
タ、属性情報を統合したデジタルインフラ台帳
の構築に着手。

 スマートシティ実装化支援事業の一環として、
中央通りのデジタルインフラ台帳構築を推進。
実際の運用時と同様に関係者（市および埋設事
業者）のみがアクセスできる環境を構築し、デ
ジタルインフラ台帳の有用性を確認。

 埋蔵文化財の可視化を実現。

 中央通りのデジタルインフラ台帳構築範囲を
拡大。

 デジタルインフラ台帳の運用ルール等をまと
めたガイドラインを作成。

 沿道空間利用マネジメントシステム（正規
版）において3D都市モデルとの連携を検討。

3D都市モデルで表現された中
央通り再編後の姿

デジタルインフラ台帳の
イメージ

デジタルインフラ台帳の画面例 初期画面（左）、断面表示（右）

 Project PLATEAUの一環として、市全域の3D
都市モデルを整備。

 中央通りのデジタルインフラ台帳を構築すると
ともに、運用ルール等をまとめたガイドライン
を作成。

 将来的な活用を見据えたユースケースの一つと
して、現地で地下埋設物の状況を確認できる
ARソフトの実証実験を実施。

 中央通り再編後の姿を重畳
 災害リスク情報、埋蔵文化財の可視化
 沿道空間利用マネジメントシステム（正規版）

において3D都市モデルの活用を検討

■3D都市モデルの継続的運用。

■ユースケースのさらなる展開。

■デジタルインフラ台帳については、市
が主体となって運用していくとともに、
中央通りのうち工事未了部分の工事が
完了次第、その部分の台帳整備を継続
していく。

■沿道空間利用マネジメントシステムに
おいて、3D都市モデルとの連携を検討。災害リスク情報（津波浸水想定区域） 埋蔵文化財

約 280m 約 310m 

東工区 約 590m 

 

西工区 
約 320m 

駅東～国道１号 
約 360m 

：R7 年度整備範囲 

：R6 年度整備範囲 
約 170m 

デジタルインフラ台帳

公共空間マッチング
サービスとの連携
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サービスを実現するために必要なデータを計測する
ために、センサなどの情報通信機器を整備12 スマート・インフラ

取り組み概要

（実行計画より）

今後の予定2025（R7）年度終了時点の成果

2022（R4）年度の検討状況 2023（R5）年度の検討状況 2024（R6）年度の検討状況 2025（R7）年度の検討状況
 中央通りの再編事業と合わせて、昨年度に引き

続き、市民公園へスマートポール、デジタルサ
イネージなどを順次設置。

 新たなスマート・インフラの
整備は無し。

スマートポール1

スマートポール2

スマートポール3

スマートポール4

属性属性

人数カウント
混雑

混雑

人数カウント

人数カウント

人数カウント

交差点照明柱

滞留

市民公園

既設信号
照明柱

台数カウント

市民公園

東側交差点

↑

至

近
鉄
四
日
市
駅

Photo

カメラ

センサが設置されたスマート・
ポールなどの位置

 近鉄四日市駅西側の先行整備区間で工事が開始、スマートポールの整備などが順次
開始。

 スマートポールにAIカメラ、環境センサー等のスマート・インフラの設置が進めら
れ、人流情報（歩行者交通量、混雑度等）、自動車交通量、環境情報（気温、湿度
等）の計測を行っており、過年度構築したデータプラットフォームへのデータ連携
や、スマートシティポータルサイト上での取得情報の可視化が開始された。

 中央通り再編において、
2023（令和5）年度か
ら開始する近鉄四日市駅
西側の先行整備区間の歩
道部工事に合わせたス
マート・インフラの整備
に向けた検討を行った。

 近鉄四日市駅西側の先行整備区間および市民公園において
スマートポール、デジタルサイネージを整備済。

 ポータルサイト上で取得データの可視化を実現。

■中央通りの他の区間における整備に
合わせて、スマートポールを整備。全
線におけるサービス構築を行う。

市民公園のデジタルサイネージ

今後の中央通りの整備予定
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Ⅳ．KPIの達成状況



25

進捗率
（最新値／R8目
標値）

KPI取り組み内容No.サービス設定目指す将来像 R8目標値R7R6R5R4R3（策定時値）

86.97%60,700人未52,793人53,777人52,090人60,116人
（平成30年度）平日中心市街地の歩行者流量

※四日市総合計画より本実行計画の目標年に合わせて設
定ウォーカブル・ネットワー

ク、交通結節拠点としての
スマート・バスタの整備

1

サービス／
まちなか
ウォーカブ
ル・ネット
ワーク

交通利便性が高く
歩きたくなるまち
（Walkable & 
Mobility）

94.95%62,400人未59,250人53,973人50,021人58,406人
（平成30年度）休日

77.75%8,000人/日未6,220人/日6,085人/日5,597人/日7,979人/日
（平成30年度)

路線バス利用者数
※近鉄四日市駅前における三重交通バスと三岐鉄道バス
の平日1日あたりの乗降者数の合計

47.80%300人/日未143.4人/日145.4人/日126.2人/日244人/日
（平成30年度)

高速バス利用者数
※近鉄四日市駅前における高速バスの平日1日あたりの乗
降者数の合計

待ち時間や移動時間を楽し
めるモビリティの導入2

86.97%60,700人未52,793人53,777人52,090人60,116人
（平成30年度）平日中心市街地の歩行者流量

※四日市総合計画より本実行計画の目標年に合わせて設
定
※国土交通省スマートシティ実装化支援事業のKPIより引
用

ウォーカブル＋ウェルネス
環境の展開3

快適で安全に生活
できるまち
（Green & 
Energy） 94.95%62,400人未59,250人53,973人50,021人58,406人

（平成30年度）休日

16.67%6件/年以上
1件/年1件/年1件/年1件/年

0件/年新たに整備される中央通りのオープンス
ペースにおけるイベント開催件数

パブリックスペースの可能
性最大化4

サービス／
使える・楽し
めるパブリッ
クスペース

健やかでかつ賑わ
いのあるまち
（Festivity & 
Wellness）

86.97%60,700人未52,793人53,777人52,090人60,116人
（平成30年度）平日中心市街地の歩行者流量

※四日市総合計画より本実行計画の目標年に合わせて設
定

インタラクティブなスト
リートファニチャー5

94.95%62,400人未59,250人53,973人50,021人58,406人
（平成30年度）休日

KPIの設定は行わなかったものの、効果的な手法について検討を進めた。
その手法のひとつとして、データプラットフォームを通じた災害時情報のオープン化およびデジタルサイネージを活用した適切な災害情報伝達方法については、国土
交通省のスマートシティ実装化支援事業の令和６年度に行った災害時を想定した情報伝達実験において、被験者の行動観察等を個別にKPIに設定し、システムの有用
性等の検証を行った。
令和7年度末でシステムが実装化されることから、令和8年度以降に効果検証を進める。

災害に強い中央通り6
快適で安全に生活
できるまち
（Green & 
Energy）

114.1%
(達成済)11.30%未9.90%10.20%10.70%12.1%

（平成30年度)
商店街の空き店舗数
※四日市総合計画より本実行計画の目標年に合わせて設
定

人流誘導による商店街活性
化7サービス／

交流・賑わい
のバリュー
アップ

健やかでかつ賑わ
いのあるまち
（Festivity & 
Wellness）

86.97%60,700人未52,793人53,777人52,090人60,116人
（平成30年度）平日中心市街地の歩行者流量

※四日市総合計画より本実行計画の目標年に合わせて設
定

スマート図書館8

94.95%62,400人未59,250人53,973人50,021人58,406人
（平成30年度）休日メタバース

（デジタルツイン）9

33.95%**50,000件16,977件*40,927件ーー0件/年
データプラットフォームの閲覧数
※デジタルマップの閲覧件数。R6年度から本格運用開始
* R7年度数値は令和８年3月18日現在の数値
** R7年度数値／R8年度目標値

データプラットフォーム10
ソフト・
インフラ

データ利活用によ
るサービス提供、
イノベーション創
出（Accessible & 
Innovation）

80.00%5件以上4件3件2件1件0件３D都市モデルを活用したユースケース件
数3D都市モデル11

－－－－スマート・インフラ12ハード・
インフラ

災害リスク
（浸水）の可視化

中央通り再編計画
の重畳

埋蔵文化財
の可視化

デジタルインフ
ラ台帳

はじまりのいち
(整備前の空間) 中央通りストリート

サーキット
(整備前の空間)

ニワミチスポット
てらす

(整備済み区間)

ニワミチ
JOYntParkDays
(整備済み区間)
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Ⅴ．関係者一覧
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令和7（2025）年度時点

四日市スマートリージョン・コア推進協議会（実行計画の推進主体）事業主体の名称

四日市市:地方公共団体代表

事業主体の構成員

東京大学大学院 村山 顕人:有識者
名城大学理工学部 松本 幸正
早稲田大学大学院創造理工学研究科 有賀 隆
近畿日本鉄道株式会社:幹事会員
三重交通株式会社
三岐鉄道株式会社
三重県タクシー協会/株式会社三交タクシー
学校法人みえ大橋学園
株式会社近鉄百貨店
四日市商工会議所
株式会社ディア四日市
近鉄グループホールディングス株式会社
近鉄不動産株式会社
株式会社シー・ティー・ワイ
株式会社三十三銀行

中部電力株式会社
国土交通省 中部地方整備局 三重河川国道事務所
三重県
株式会社FIXER:賛助会員
株式会社マクニカ
株式会社VACAN
株式会社日建設計
FUTURE株式会社
富士通Japan株式会社
早稲田大学
国土交通省 都市局 街路交通施設課:オブザーバー

（敬称略_順不同）

令和4（2022）年度～令和8（2026）年度（予定）実行計画の期間等
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